
仏
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田
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仏
身
二
種
説
の
背
景

永

田

瑞

仏
身

二
種
説

の
内
容

仏
身
二
種
説
が
初

め
て
い
わ
れ
る

の
は

『
大
智
度
論
』
に
お

い
て
で
あ

る
が
、

こ
れ
は

つ
ぎ

の
よ
う

に
説
か
れ

て
い
る
。

(!)
仏
有

二
種
身
。

一
者
法
性
身
二
者
父
母
生
身
。

(
巻

9
)

(2)
仏
身
二
種
。

一
神
通
変
化
身
。

二
父
母
生
身
。

(
巻

10
)

(3)
仏
身
有

二
種
。

一
者
真
身
二
者
化
身
。

(巻

30
)

(4)
仏
有
二
種
身
。

一
者
法
性
生
身
。

二
者
随
世
間
身
。

(
巻
33
)

(5)
有
二
種
仏
。

一
者
法
性
生
身

仏
。

二
者
随
衆
生
優
劣
現
化
仏
。

(
巻

34
)

(5)
仏
有
二
種
身
。

法
身
生
身
。

(
巻
88
)

(7)
仏
有

二
種
身
。

一
者
法
身
。

二
者
色
身
。

(
巻
99
)

こ
れ
ら
の
二
種

の
仏
身
は
、

つ
ぎ

の
三
点
か
ら
区
別
す
る

こ
と
が

で
き

る
。

(イ)
能
力

と
形
相

か
ら
の
区
別
。

人
間

と
し
て
の
肉
体
的
制
約
を
受

け
て

い
る

仏
身

と
超
人
的
な
仏
身
。

(
(1)
(3)
(5)
(4)
(5)
)

(ロ)
説
法
内
容
か
ら

の
区

別
。
○
声

聞
法
を
説
く
仏
と
大
乗
法
を
説

く
仏
。
(
(
1
)

(4)
(5)
)
○
雑
大
乗
を
説
く

仏
と
純
大
乗
を
説
く
仏
。

(
(
3
)
(
7
)

)

の
対
告
衆
に
よ
る
区
別
。

〇
三
乗

の
別
。

(
(
4
)
(
7
)

)
〇
十

住
の
菩

薩
と
三
乗
。

(
(3)
)

と
こ
ろ
で
こ

の
よ
う

に
二
種

の
仏
身
が
説
き
出
さ
れ
た
理
由

に

つ
い
て
、
『
大

智
度
論
』
は
直
接
に
は
何
も
説
明
を
加
え
て
い
な

い
。
し
た
が

つ
て
こ
の
説

の

成
立
理
由
や
動
機
を
明
ら
か

に
す

る
た
め
に
は

『
大
智

度
論
』
に
先
行
す

る
諸

経
論

か
ら
の
影
響
を
調

べ
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で

つ
ぎ
に

『
大
智

度

論
』
と
最

も
関
係
が
深

い
と
考

え
る
二
、
三

の
代
表
的
な
経
論
を
取
り

上
げ
て
、

そ
れ
ら
の
仏
身

に
関
す
る
用
語

(訳
語
)
や
内
容

と
の
同
異
を

み
る
こ
と
に
す

る
。

こ
の
場
合
、

つ
ぎ

の
三
点

か
ら
の
予
想
が
可
能

で
あ
る
。

(1)
諸
経
論

の
説
を
そ

の
ま

」
伝

承
し
た

(2)
諸
経
論

の
説
を
独
自

の
も

の
に
変
容
さ
せ
た

(3)

『
大
智
度
論
』

の
独
創

『
大
品
般
若
』
と

の
同
異

『
大
智
度
論
』
が

『
大
品
般
若
』
の
注
釈
書
で
あ
る
と

い
う
点
か
ら
、
こ
れ
か

ら
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る

の
で
あ

る
が
、
こ

ゝ
で
は
用
語
上
か
ら
も
内
容

的
に

も
共
通
点
は
わ
ず
か

で
あ
る
。

す

な
わ
ち
、
こ

ゝ
で
使
わ
れ
る
用
語

は

「
色
身

」

と

「
法
身
」
だ
け
で
あ
り
、

そ

の
意
味
は
、

一
個

の
仏
身
な
い
し
は
経
巻

を
、

そ
の
外
形
と
内
容
と

の
二
方
面
か
ら
観
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

(!)
身
心
を
構
成
す
る
五
陰
と
仏

の
自
内
証

(3)
仏
舎
利
と

一
切
種
智

(3)
経
巻

の
外
形
と
そ

の
経
巻

の
書
写
内
容

こ
れ
ら
と
同
様

の
見
方
は

『
大
智
度
論
』
の
中

で
も
勿
論
触

れ
ら
れ

て
い
る

が
、
仏
身
二
種
説

の
記
述

と
は
直
接

の
関
わ
り
は
な

い
。
し
た
が

つ
て
、

仏
身

二
種
説

の
成
立
に
関
し
て
は

『
大
品
般
若
』
か
ら
の
直
接
の
影
響

は
な
か

つ
た

と
い
え
る
。

た
だ
用
語
の
転
用
と
し

て
考

え
ら
れ
る
も
の
に

「
随
衆
生
身
」
が

あ
る
。

-166-



菩
薩
用
語

の
転
用

『
大
智
度
論
』
独
自

の
用
語
と
見

ら
れ
る
も

の
に

「随
世
間
身

(仏
)
」
「
随
衆

生
優
劣
現
化
仏
」
が
あ
る
。

こ
の
随
衆
生
と

い
う
表
現
は
、
『
大
品
般
若
』
の
中

で
は
菩
薩

の
あ
り
方
と
し
て
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
を

『
大

智

度
論
』
が
仏
身
を

い
う
の
に
転
用
し
た
可
能
性

は
大
き

い
。

こ
れ
は
般
若
波
羅
蜜
多

を
学

ぶ
菩
薩
に

の
み
備

わ
る
不
可
思
議
方
便
力

で
あ

る
。

仏
で
な
い
菩
薩
が
仏

と
同
様

の
力
を
発
揮

で
き
る
の
は
、

こ
の
方
便
力
に

よ

る
。
し
か
し

『
大
智
度
論
』

や

『
法
華
経
』
で
は
方
便
は
第

一
義

で
な

い
と

い
う
理
由

で
重
要
視

さ
れ
な

い
傾

向
が
あ

る
。

し
た
が

つ
て
随
衆
生
身
仏

の
能

力
に
限
界
が

つ
け

ら
れ
て
い
る

の
も
当
然

で
あ

ろ
う
。

こ
の
場
合
、

そ

の
限
界

を
生
じ
さ
せ
る
原
因
は
衆
生

の
側

に
あ

る
の
で
あ

つ
て
、
仏

の
側

で
は
な

い
と

す

る
。
こ
の
こ
と
は
、
歴

史
的
事
実

と
し

て
の
釈
迦
仏

の
能
力

の
限
界
に
対

す

る
大
乗
仏
教
側

の
護
教
的
な
解

釈

で
も
あ
る
。

『
大
毘
婆
沙
論
』

と
の
同
異

仏
身

の
用
語
に
関

し
て
、
共
通

な

い
し
類
似
性

を
持

っ
の
が

『
大
毘
婆
沙
論
』

で
あ
る
。

ま
た
こ
二
で
は

つ
ぎ
に
記
す

よ
う

に

「
生
身
」
「
法
身
」
の
用
例
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
の
が
特
徴

と
い
え
る
。

(I)
父
母
生
身

と
神
通
力

(
巻

30
、
巻
螂
)

(3)
法
身

と
父
母
生
長
身

(
巻
34
)

(3)
生
身
と
法
身

(巻

44
、
巻
価
、

巻
鰯
、

巻
擢
、

巻
珊
、

巻
M
)

(4)
色
身

(
巻
40
、
巻
螂
)

し
か
し
こ
れ
ら
の
用
語

の
意
味

は
、
人
間

と
し
て
の
制
約
下
に
あ

る
生
身

と
、

ブ

ツ
ダ
性
を

示
す
自
内
証
を
法
身

と
い
う

の
で
あ
る
か
ら
、
内
容
的

に
い
え
ば

『
大
品
般
若
』
と
共

通
し
て
い
る
。
『
大
毘
婆
沙
論
』
の
仏
身

は
種

々
の
用
語

で

い
わ
れ
て

い
る
が
、
歴
史
的
実

在
と
し
て
の
釈
尊
を
離

れ
る
こ
と
が
な
か

つ
た

か
ら
、

論
点
は
単
純
明
解
で
あ
る
。

ま
た
大
乗
経
典

は
三
世
十
方
諸
仏
を
い
う

の
で
あ
る
が
、

具
体
的
な
仏
身
と
し
て
は
、

そ
の
経
典
を
説
く

一
仏

が
中
心
で

あ
る
か
ら
、
仏
身
観

と
し
て
は
複
雑

な
様
相

は
示
し
て
い
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
、

む
し
ろ
対
告
衆

の
あ
り
方
が
重
要

で
あ
る
。

三
乗

の
別
を

い
ゝ
、
菩

薩
摩
詞
薩

を
い
う

の
は
、

こ
の
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

三
乗
方
便
説

の
変
容

仏

の
説
法
が
衆
生

の
機
根

に
相
応
し
て
行
わ
れ
る
と

い
う
発
想
は
、

と
り
わ

け

『
法
華
経
』
の
三
乗
方
便

一
仏
乗
真
実
説
に
明
確
に
な
さ
れ
て
い
る
。
『
大
智

度
論
』
が
、

仏
身
を
分
類
す
る
に
当

つ
て
、

そ
れ
ぞ
れ

の
仏
身
に
機
根

の
異

つ

た
衆
生
を
対
置
さ
せ
、

ま
た
仏

の
説
法

内
容

を
四
悉
檀

や
二
諦
説
に
分
類
統
括

す
る
試
み
は
、
『
法
華
経
』
の
右

の
説
か
ら

の
影
響
が
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ

れ
を
仏
身

説
と
し
て
取
り
入
れ
た
こ
と
は

『
大
智

度
論
』

の
独
創
に
よ
る
と
い

え
る
。

ま
と
め

以
上
の
観
察

か
ら
、
『
大
智

度
論
』
の
仏
身

二
種
説

の
用
語
及
び
形
式
が
成
立

す
る
に

つ
い
て
の
背

景
と
し
て
、
『
大
毘
婆
沙
論
』
と

『
法
華
経
』
の
存
在
が
重

要

で
あ
る

こ
と
を
指
摘

し
た
い
。
ま
た
、

異
質

の
仏
身
を

二
種
身
と
し
て
組
合

せ
た
こ
と
は

『
大
智
度
論
』

の
独
創

に
よ

る
も

の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
こ
と

は
、
仏

と
衆
生
と
の
関
り
合

い
に
お
い
て
、
新

た
に
困
難
な
問
題
点
を
提
出
す

る
こ
と
に
な
る

の
で
あ

る
。

仏

身
二
種
説

の
背
景
 
(
永

田
)

-167-


